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鍵
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裂燃黍
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ψ讐鄭瀬蓄錘讐

繋欝li

l羅

嬢影穆診毒拳導

⑮

　
西
田
尻

　
樋
口
作
太
郎
さ
ん

　
こ
の
写
真
は
、
東
田
尻
と
西

田
尻
を
昭
和
五
十
五
年
ま
で
結

ん
だ
古
い
橋
で
す
。

　
今
で
は
新
し
い
橋
に
な
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
ま
で
多
く
の
人

や
物
の
往
来
に
使
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
　
一
番
思
い
出
に
残
る
の

は
、
昭
和
二
十
三
年
の
洪
水
の

と
き
で
す
。

　
こ
の
橋
の
上
ま
で
水
が
上
が

っ
て
カ
ジ
カ
な
ど
が
と
ぴ
は
ね

て
い
ま
し
た
。

　
時
々
こ
の
写
真
を
取
り
出
し

て
懐
し
ん
で
い
ま
す
。

へ
o
’
一

　
ゾ

ヘ
9
く

●o

」繍鶴難
■妊婦検診

12月20日　13：00～14：00／一

■母親学級

12月20日　12：45～13：00／カ

13：00～14：00／上村病院

12：45～13：00／妊娠中の栄養／上村病院

レ　』』，『「口口　　由　　一』』ク目』A魅』u　一司トー昌1　宏聖」＝r

1日1往復
　｛　　役場前発8：35一→新屋敷着8：50

　　新屋敷発8：50一→役場前発9：05

※12月16日から運行開始

貝
野
地
区

1日2往復
　｛　役場前発9：00一→田代着9：40
　　田代発9：40一→役場前着10：20

　｛　役場前発13：00一→田代着13：35

　　田代発13：35一役場前着14：10

※越後交通バス運休日から運行開始。降雪の状

　況により重地または倉俣で折り返すこともあ

　ります。

　◎日曜、祝祭日は運休になります。

　◎各集落ごとに停車します。

倉
・
俣
地
区

マ

　
裏．

趣

　
十
一
月
十
三
日
の
日
曜
日
に

高
道
山
小
学
校
で
両
親
学
級
が

開
か
れ
ま
し
た
。
日
ご
ろ
学
校

に
縁
の
薄
い
お
父
さ
ん
た
ち
は

授
業
参
観
の
後
、
親
子
で
楽
し

い
モ
チ
つ
き
大
会
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
時
の
一
コ
マ
で
な
か
な

か
様
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

毒『，

編
集
後
記

　●．口働Oロのロザ　 　

』4テ夢そ定表
一　　φ
1　ψノ◆

！

12月11日～1月10日

⑭（日）
休日救急医（津南病院費65－3161）
村内子とも会交歓会（総合センター13：00～）

13（灼
昭和63年分農業青色申告者決算説明会（中里村農協13：30～）

高齢者講座（老人福祉センター10：00～　総合センター
悪質訪問販売の話、レクリェーション）

16㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13100～16：00
相談員　藤田義一）

17仕）
サンタが村にやって来る！
（クリスマスパーティーP．11参照）

⑭（日）
クロスカントリースキー講習会（総合センター8＝30～16：30）

休日救急医（至誠堂医院君52－3276）
上越国際清津スキー場オープン（P5参照）

19（月）
木版画教室（総合センター19：30～21；30）

20（殉
農家相談日（中里村役場農業委員会8：00～17：00）

母親学級、妊婦検診（右参照）

23㈹
心配ごと、行政相談日（老人福祉センター13；00～16：00

相談員　樋口永蔵、山田正平）

⑳（日〉
休日救急医（中条病院費57－3018）

29休）
休日救急医（池田医院a52－2581）

30㈹
休日救急医（山口医院魯52－2174）

31仕）
休日救急医（富田医院費52－3269）
工業統計調査期日（P．11参照〉

掩（日）
休日救急医（上村病院魯63－2111）

2（月〉
休日救急医（大島医院a52－2957）

3（灼
休日救急医（古藤医院費65－3001）

6㈹
消防出初め式（総合センター10：00～）

心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談貝　江口行男）

⑧（日）
休日救急医（津南病院865－3161）

9（月）

交通事故移動相談所（十日町市役所10：00～15：00）

※変更する場合があります。御用の際は担当課で確認を。

■
雪
国
で
あ
り
な
が
ら
ス
キ
ー

場
の
な
か
っ
た
当
村
に
も
、
よ

う
や
く
リ
フ
ト
の
動
く
日
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。
ス
キ
ー
場
は

十
二
月
十
八
日
オ
ー
プ
ン
で
す
。

こ
れ
を
足
が
か
り
に
雪
を
克
服

し
、
み
ん
な
で
明
る
く
住
め
る

村
に
し
た
い
も
の
で
す
。

■
交
通
事
故
の
ニ
ュ
ー
ス
が
新

聞
に
載
ら
な
い
日
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
人
で
も
多
く
の
人
か
ら

交
通
事
故
の
怖
さ
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
今
月
号
か
ら
か
な

り
の
ス
ペ
ー
ス
に
な
り
ま
す
が

警
察
官
の
体
験
記
を
掲
載
し
ま

す
。
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熱
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除雪のあとへの投雪

『

　除雪機械できれいに道を開けていっ

た後に、雪を出す人が見うけられます。

道路はあなただけのものではないので

す。出さないようお願いします。

礒，

艮
磯
，
彫
α
、
磁
鰯
蟻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薩
男
備
男
場
端
蓬

マ
㌦な

っ
て
い
ま
す
。

　
雪
が
一
定
の
量
（
約
二
十
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
を
超
え
る
と
、

今
年
購
入
し
た
除
雪
機
械
芸
・

を
含
め
二
十
四
台
（
村
有
十
二

台
、
借
上
げ
十
二
台
）
で
み
な

さ
ん
の
通
勤
や
通
学
な
ど
の
足

冬支度を終え、本格的な雪を待つ

を
確
保
し
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
朝
四
時
ご
ろ
か

ら
除
雪
す
る
こ
と
も
あ
り
、
騒

音
等
で
み
な
さ
ん
に
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
　
「
安
眠
妨
害
」
な
ど

と
い
わ
ず
に
ご
理
解
く
だ
ざ
い
。

アキ缶やゴミのポイ捨て

　夏場の不用時の電気料金（基本

料）を免除してもらうために、消

雪パイプが毎日、午後の2時間止

まります。　（但し、急勾配な所は

例外で止まりません）

　　■午後2時～午後3時

　　■午後4時～午後5時

　除雪する雪に混じって吹き飛ばされ

た空き缶や空き瓶が春先になると田や

畑に顔を出します。大変危険です。ポ

イ捨てはいけません。

一
＝

飛
劉

〃

、
）

轟
　
、

　
い
よ
い
よ
本
格
的
な
雪
の
シ
ー
ズ
ン
到
来
で
す
。
十
一
月
十
一
日

に
昨
年
よ
り
十
八
日
早
く
初
雪
が
降
り
ま
し
た
。
新
潟
気
象
台
に
よ

れ
ば
「
こ
の
冬
は
、
冬
型
の
気
圧
配
置
と
な
る
日
が
多
く
一
月
を
中

心
に
大
雪
の
恐
れ
が
強
く
、
降
雪
量
と
最
深
積
雪
は
平
年
よ
り
多
く

な
る
見
込
み
」
の
よ
う
で
す
。

　
い
が
み
あ
い
の
な
い
豊
か
で
余
裕
の
あ
る
村
民
生
活
を
守
る
た
め

に
土
木
事
務
所
（
国
・
県
道
）
と
村
（
村
道
）
で
は
、
冬
期
間
の
道

路
交
通
の
確
保
に
万
全
を
期
し
ま
す
。
除
雪
作
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
行

う
た
め
に
は
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
と
ご
理
解
が
必
要
で
す
。
　
「
雪

国
は
あ
な
た
と
私
の
思
い
や
り
」
で
、
お
互
い
モ
ラ
ル
を
守
っ
て
快

適
な
冬
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
q

朝
早
く
か
ら
一

［
除
覆
械
出
動

　
車
な
く
し
て
成
り
立
た
な
い

今
日
の
社
会
は
、
交
通
の
ス
ト

ッ
プ
は
村
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る

面
で
支
障
を
き
た
し
ま
す
。
そ

こ
で
村
で
は
、
今
年
も
建
設
課

に
除
雪
対
策
本
部
を
置
き
除
雪

体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

⑲

翫険です．
　十分注意して∠」目

最高積雲深の推移
　　　　　至

賜

　
今
年
の
村
道
除
雪
の
延
長
は
、

新
た
に
倉
俣
大
橋
の
開
通
に
よ

っ
て
桔
梗
原
か
ら
芋
川
ま
で
の

広
域
農
道
な
ど
が
加
わ
り
、
昨

年
よ
り
○
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

増
え
五
十
四
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
（
消
雪
パ
イ
プ
四
・
五
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
含
む
）
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
・
県
道
は
三
十
二
・

三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
消
雪
パ
イ

プ
八
・
五
キ
ロ
メ
r
ト
ル
）
と

※
除
雪
機
械
で
除
雪
し
た
後
の
道
路
は
、
大
変
滑
り
や

　
す
い
の
で
通
行
時
は
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

※
車
の
雪
水
の
は
ね
あ
げ
は
、
歩
行
者
に
と
っ
て
迷
惑

　
で
す
。
消
雪
パ
イ
プ
の
あ
る
所
で
は
注
意
し
な
が
ら

　
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
走
行
し
て
下
さ
い
。

※
除
雪
作
業
中
は
危
険
で
す
か
ら
機
械
に
近
寄
ら
な
い

　
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

※
流
雪
溝
の
ふ
た
は
作
業
後
必
ず
閉
め
て
下
さ
い
。

年
（役場付近観測）

62 234

61 212

60 365

59 320

58 411

57 267

56 172

55 407

54 316

53

52

83

310

51 345

100 200 300 400（lm

2

ノ

！o

さ

下流域さながら大洪水

　「自分の家の周りだけがきれいにな

っていればいいJといったような考え

では、いつまでたっても流雪溝の水つ

き等はなくなりません。上流で入れた

雪を下流の人たちが必死で上げている

ことがないように注意しましょう。

冨

騨璽
難、

命にガガ燦）る路よ；駐康

　除雪作業する上で一番困るのが路上

駐車です。除雪の邪魔になるのは勿論

ですが、例えば火災や事故などが発生

した場合に消防車や救急車の出動、救

出活動にも影響を与えます。あなたの

車も傷みます。絶体やめましょう。

Ω

漣1、ン髪

脅ぺ
麺鉾

ρ
志
黍
．

ε

強い味方、新型ロータリ購入

麿嬢’，IG虚
》

怒

昭和63年12月10日広報《ドかマご

魅

よ
、
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本屋敷

o

至鹿渡
昭和63年度冬期除・圧雪路線計画図

ノj・原

至十日町市芋

る信濃川→

、　干溝

伐「1「‘

σ

i口旧田沢

東田沢

／
　　　、　　：　　　　　　　　i　　　　　：iiii　　　　書圭
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遜薫叢薫、

蔭。綿世

團　　　　　　高道山

、灘…，

㎜
世

区　分 凡　　　　例

国
県
遵

第一種

囲
常時2車線確保

第三種

騒 不定期確保

村
消パイ 常時1車線確保

匹第A種

口
常時1車線確保

第B種 不定期確保

皿第C種

画
圧　　　　　　雪

l　l7号線
至津南町

橿
芋川新田

劇

豊里
鷹羽程島

玖東田尻

土倉

角間

倉下

謎7懸

◎

353号線

～
穣
憾

葎沢

　　　む　籔倉隼

　
　
　
勉
　
的

　
　
鳶
　
碕

．
・
蔚
験

　　　　黛

業ノ’短

原町

ヲ

的ア
、

鞠
奥

　
　
　
軸

戸
書
”

　
　
ノ

醸読

安全をみんなでつなごう新たな年へ

男さん春
十日町警察署田沢駐在所

　　　巡査部長佐　藤

　
一
年
で
一
番
慌
た

だ
し
い
時
期
を
迎
え
、

車
や
人
の
動
き
も
活

発
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
の
時
期
は
、

忘
年
会
、
新
年
会
で

飲
酒
の
機
会
が
多
く
な
る
う
え

道
路
の
積
雪
や
凍
結
に
よ
り
ス

リ
ッ
プ
し
や
す
く
な
り
、
重
大

事
故
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

◎
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

　
運
転
者
に
と
っ
て
ア
ル
コ
ー

ル
は
た
と
え
一
杯
で
も
禁
物
で

す
。
昔
か
ら
「
大
酒
飲
み
は
一

家
を
食
い
つ
ぷ
す
」
と
言
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
今
は
「
た
っ

た
一
杯
の
酒
飲
み
運
転
が
一
家

を
狂
わ
す
」
と
言
う
時
代
に
な

っ
て
い
ま
す
。

◎
路
上
駐
車
を
根
絶
し
よ
う

　
除
雪
の
防
害
と
な
り
ま
す
の

で
路
上
駐
車
は
禁
物
で
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　騨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口　　　　　　　　　　　　　　　　　　辱　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　雪　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　6　　　　　　　　甲　　　　　　　昂　　　　　　　一　　　　　　〇　　　　　　一　　　　　一　　　　　一　　　　一　　　　騨　　　一　　　囎　　一　　一　一　薗曹一

火災に備え、非常口はいつも除雪を

十目町地域広域消防中里詰所

　　　司令補滝沢貞一さん

　
中
里
村
で
は
、
今
年
一
月
か

ら
十
一
月
末
日
ま
で
の
火
災
発

生
は
一
件
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

が
火
災
の
時
期
と
も
い
え
ま
す
。

　
暖
房
器
具
な
ど
の
使
用
が
多

く
特
に
慌
た
だ
し
い
年
末
年
始

に
は
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

　
ま
た
、
万
一
の
時
を
考
え
非

常
口
は
除
雪
を
十
分
に
し
、
い

つ
で
も
外
に
出
ら
れ
る
よ
う
確

保
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
次
の

こ
と
に
注
意
し
火
災
の
な
い
よ

い
年
末
年
始
を
お
過
し
下
さ
い
。

●
暖
房
器
具
上
に
洗
濯
物
等
を

　
干
さ
な
い
こ
と

●
火
を
つ
け
た
ま
ま
そ
の
場
を

　
　
　
　
　
離
れ
な
い

●
寝
た
ば
こ
は
絶
対

　
し
な
い

●
出
か
け
る
前
や
寝

　
る
前
に
も
う
一
度

　
火
の
元
の
点
検
を
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一月中心に大雪の恐れ
　　新潟地方気象台の三ヵ月予報

　中旬には穏やかな日もある

が、年末にかけて本格的な寒

気が強まり、雪の日が多くな

る見込み。気温、日照時間は

平年並み、降水量はやや多い。

　月を通じ冬型の気圧配置が

続き、大雪の恐れがある。気

温は平年よりやや低く、降水

量はやや多い。日照時間はや

や少ない。

　引き続き平年に比べ寒い日

が多’く、大磐の悉れグある。

降水量は平年並みだが、気温

はやや低く、旧照時闘もやや

少ない。

十
二
月

月

二
　
月

落
款
7

，
，
嚢
難雛

雪
処
理
対
策
と
し
て
は

親
雪
対
策
（
雪
と
の
触
れ
あ
い
の
場
を
創
設
す
る
も
の
）

ロ
雪
国
文
化
の
発
堀
、
保
存
、
伝
承
活
動
の
充
実

ロ
リ
ゾ
ー
ト
地
と
の
交
流
促
進
に
よ
る
地
域
活
性
化

ロ
ゥ
イ
ン
タ
ー
ス
ノ
ー
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育
成

ロ
雪
上
運
動
会
等
雪
に
親
し
む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

利雪や親雪で

　雪国をはつらつと

この子どもたちのためにも

ロ
克
雪
屋
根
に
対
す
る
税
の
優
遇
措
置

ロ
克
雪
屋
根
建
設
の
た
め
の
助
成
制
度

ロ
共
同
小
型
除
雪
機
械
の
助
成
制
度

ロ
共
同
車
庫
等
格
納
施
設
建
設
の
た
め
の
助
成
制
度

活
雪
対
策
と
し
て
は

利
雪
対
策
（
雪
の
持
つ
利
点
を
地
域
開
発
の
中
に
活
か
す
も
の
）

ロ
雪
を
活
用
し
た
農
産
物
の
抑
制
栽
培
技
術
の
開
発

ロ
食
料
品
の
雪
中
貯
蔵
技
術
の
開
発

ロ
ス
キ
ー
場
等
の
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

ロ
雪
ま
つ
り
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
利
用
し
た
地
域
経
済
の
活
性
化

ロ
雪
国
体
験
観
光
ッ
ア
ー
の
実
施

　
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
今
年
度

よ
り
で
き
る
も
の
か
ら
進
め
て

い
き
ま
す
が
、
来
年
度
に
は
克

雪
屋
根
建
設
資
金
を
低
利
で
融

　
「
雪
さ
え
降
ら
な
け
れ
ば
、
こ
の
村
も
住
み
や
す
く
な
る
は
ず
し

そ
う
思
っ
て
い
る
村
民
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
で
も
降

る
雪
を
嘆
い
て
ば
か
り
い
て
も
始
ま
り
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
、
村
で
は
今
年
に
入
っ
て
雪
が
降
っ
て
も
日
常
生
活
に
支

障
が
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
自
然
が
与
え
て
く
れ
た
雪
を
利
用
し
て

村
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
「
雪
国
は
つ
ら
つ
条
例
」
を
定
め
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
墓
づ
い
て
「
雪
処
理
要
綱
し
　
「
活
雪
要
綱
」
を
そ
れ
ぞ
れ

作
り
、
克
雪
や
利
雪
対
策
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
二
つ
の
要
綱
の
中
で
計

画
さ
れ
て
い
る
事
業
は
、
従
来

か
ら
行
っ
て
き
た
道
路
除
雪
や

保
護
世
帯
の
除
雪
援
助
な
ど
の

ほ
か
に
、
克
雪
屋
根
住
宅
建
設

蓑臓

縣讐

難礁

資
し
た
り
、
小
型
除
雪
機
械
の

導
入
に
補
助
が
で
き
る
よ
う
具

体
的
に
検
討
を
し
て
い
ま
す
。

の
融
資
制
度
な
ど
の
克
雪
対
策
、

利
雪
の
促
進
な
ど
が
総
合
的
に

盛
り
込
ん
で
あ
り
ま
す
。

　
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

7
が

霧

券
券
券

日
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、
ミ
、

麟l　I
寺
尾
用
水
路

　
八
年
か
け
改
修

え
ん
堤
上
流
約
一
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
を
取
水
口
と
す
る
総
延
長
千

八
百
二
十
七
メ
ー
ト
ル
で
途
中

サ
イ
ホ
ン
が
取
付
け
ら
れ
て
あ

り
ま
す
。
昭
和
五
十
六
年
に
県

営
た
め
池
等
整
備
事
業
で
着
工

し
て
以
来
、
実
に
八
年
の
歳
月

が
費
や
さ
れ
ま
し
た
。
総
事
業

費
は
一
億
三
千
四
十
万
円
。

完成した用水路

重地

鈴木軍平さん

あっ水が出てきた

　待望久しかった寺尾水路改修

工事は、1億3，000万円かけ新潟

県内に類を見ないという長さ700

mのサイホン工法が取り入れら

れ完成しました。

「あっ、出てきた。水が出た！J

完成した水路に水を流し，下流

に流れ出てきた瞬間、言葉に言

い表せないほど感激しました。

　
重
地
の
寺
尾
地
区
（
水
田
約

二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
を
受
益
と

す
る
寺
尾
農
業
用
水
路
の
改
修

工
事
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し

た
。　

こ
の
水
路
は
、
釜
川
の
下
山

冬期間も心配なく通れます

　
こ
れ
ま
で
、
春
の
融
雪
時
と

も
な
れ
ば
急
斜
面
の
た
め
用
水

路
が
決
壊
し
た
り
、
土
砂
や
木

な
ど
が
水
路
内
に
入
っ
た
り
し

て
、
そ
れ
ら
の
除
去
に
多
大
な

労
力
と
経
費
が
か
か
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
水
路
の
完
成
に
よ
っ

て
「
安
心
し
て
農
業
が
で
き
る
」

と
地
域
の
み
な
さ
ん
の
喜
び
よ

う
は
ひ
と
し
お
で
す
。

冬
期
問
も
安
心

　
村
道
清
田
山
線

程
島
の

　
　
　
集
会
場
完
成

自然落下式屋根の構造改善センター

　
程
島
集
落
に
待
望
の
集
会
場

が
で
き
ま
し
た
。
二
階
建
て

（
一
階
鉄
骨
造
、
二
階
木
造
）

二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
の
千
四
百

二
十
八
万
四
千
円
で
、
昨
年
ス

タ
ー
ト
し
た
新
農
業
構
造
改
善

事
業
（
田
沢
地
区
）
の
一
環
と

し
て
造
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
一
階
は
、
農
機
具
な
ど
の
格

納
庫
等
に
、
ま
た
、
二
階
は
二

十
四
畳
敷
き
の
会
議
室
に
な
っ

じロロロじ　　ロけ　　ロロロじロじロじロロロじ　　ロじ　リロじ　ロロじロロロじ

スポーツ大会の結果

■隔］員■爾■爾■闘彫興■闘■日曽働■臼■爾鯉爾］爾謄醐爾”爾］闘鯵爾］爾］

程島

山田勝義さん

村づくりの拠点に

　この度、新農構事業により程

島農業構造改善センターが完成

しました。この施設は農業の近

代化を進めるための集会施設で

す。私どもの長年の要望であり、

この完成を喜んでいます。今後、

集落及び地域の人達の交流と活

気ある村つくりの場として利用

していきたいと思います。

ナイスシュート！

二
位
　
鈴
木
寿
人
（
清
津
峡
小
）

三
位
　
滝
沢
和
也
（
清
津
峡
小
）

〔
小
学
生
女
子
〕

一
位
　
鈴
木
君
加
（
清
津
峡
小
）

二
位
　
山
本
か
お
る
（
清
津
峡
小
）

三
位
　
鈴
木
幸
子
（
清
津
峡
小
）

〔
中
学
生
男
子
〕

一
位
　
関
　
和
貴
（
中
里
中
）

て
い
ま
す
。

　
今
ま
で
当
集
落
で
は
、
区
長

宅
な
ど
で
会
議
等
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、
「
程

島
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
」
と
し

て
土
地
利
用
型
農
業
の
推
進
等

集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を

活
発
に
進
め
、
活
力
あ
る
集
落

づ
く
り
の
た
め
に
利
用
さ
れ
ま

す
。

　
ほ
場
整
備
と
平
行
し
て
進
め

て
き
た
村
道
清
田
山
線
（
重
地

～
清
田
山
）
の
改
良
工
事
が
冬

を
前
に
完
了
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
の
村
道
は
、
一
車
線

で
カ
ー
ブ
が
多
く
特
に
冬
に
な

る
と
車
の
往
来
に
支
障
を
き
た

し
て
い
ま
し
た
。

　
改
良
さ
れ
た
村
道
は
、
昭
和

六
十
一
年
に
着
工
し
、
延
長
九

百
六
十
ニ
メ
ー
ト
ル
の
幅
員
六

メ
ー
ト
ル
で
一
億
二
千
六
百
万

円
か
け
、
旧
道
と
は
ほ
場
整
備

さ
れ
た
田
を
挾
み
反
対
側
に
取

り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
清
田
山
の
み
な
さ
ん

に
と
っ
て
冬
期
間
も
安
心
し
て

通
ら
れ
る
生
活
道
路
と
な
り
ま

し
た
。

●
開
催
日
　
十
一
月
六
日

●
会
場
倉
俣
グ
ラ
ン
ド

●
参
加
数
　
六
チ
ー
ム

一
位
　
中
里
中
ど
ん
で
ん
へ
い

二
位
　
ツ
ー
リ
ン
グ
チ
ー
ム

三
位
　
プ
ロ
レ
ス
同
好
会

〃
　

ボ
ン
バ
ー
ス

●
開
催
日
　
十
一
月
二
十
日

●
会
　
場
　
田
沢
小
体
育
館

●
参
加
数
　
三
十
八
人

〔
小
学
生
女
子
〕

一
位
藤
ノ
木
理
絵
（
田
沢
小
）

二
位
　
南
雲
千
佳
（
田
沢
小
）

三
位
　
柳
　
和
子
（
田
沢
小
）

〔
小
学
生
男
子
〕

一
位
清
水
保
志
（
田
沢
小
）

二
位
　
大
口
光
彦
（
田
沢
小
）

三
位
　
長
井
貴
志
（
田
沢
小
）

〔
無
段
中
学
生
女
子
〕

一
位
　
村
山
千
里
（
中
里
中
）

二
位
　
斎
喜
絵
美
（
中
里
中
）

三
位
　
池
田
由
佳
（
中
里
中
）

〔
有
段
中
学
生
女
子
〕

一
位
　
大
口
由
美
子
（
中
里
中
）

二
位
　
林
　
実
和
子
（
中
里
中
）

三
位
　
竹
藤
め
ぐ
み
（
中
里
中
）

〔
無
段
中
学
生
男
子
〕

一
位
　
広
田
康
仁
（
中
里
中
）

二
位
　
江
口
　
優
（
中
里
中
）

三
位
　
柳
　
貴
行
（
中
里
中
）

●
開
催
日
　
十
一
月
十
三
日

●
会
　
場
　
中
里
中
体
育
館

●
参
加
数
　
博
四
チ
ー
ム

〔
男
子
〕

一
位
フ
ィ
ン
ガ
ー
フ
ァ
イ
ブ
H

二
位
　
体
協
チ
ー
ム

三
位
　
タ
イ
セ
ー
ズ

〔
女
子
〕

一
位
デ
イ
ア
ハ
ー
ト

ニ
位
　
ズ
＞
℃
9

三
位
　
体
協
チ
ー
ム

●
開
催
日
　
十
一
月
三
日

●
会
　
場
　
田
沢
地
区
体
育
館

●
参
加
数
　
六
十
五
人

〔
小
学
生
男
子
〕

一
位
藤
田
尚
（
貝
野
小
）

二
位
　
板
場
伸
樹
（
中
里
中
）

三
位
　
石
沢
和
行
（
中
里
中
）

〔
中
学
生
女
子
〕

一
位
　
富
井
由
香
（
中
里
中
）

二
位
　
藤
ノ
木
弘
美
（
中
里
中
）

三
位
　
柳
　
淳
子
（
中
里
中
）

〔
一
般
〕

一
位
　
村
山
婦
佐
江
（
田
沢
）

床の問つきの会議室

清田山

山田勝信さん

雪崩の危険解消に

二
位
　
阿
部
陽
一
（
本
屋
敷
）

三
位
　
江
口
　
登
（
干
溝
）

〃
　
佐
藤
一
輝
（
中
里
中
）

欝
灘
森
鷺
欝
饗
、
・

　
バ
撫
鍵
躍
ー
鐵
搬
饗

●
開
催
日
　
十
一
月
六
日

●
会
　
場
　
中
里
中
体
育
館

　長年の要望であった村道清田

山線が完成し大変喜んでいます。

冬になると1日道では雪崩が発生

し困ったこともしばしばありま

したが、この道路の完成によっ

て雪崩の危険はなくなります。

　また、集落の上にある目然運

動公園の利用客も増えるものと

期待しています。

〔
ダ
ブ
ル
ス
〕

、
位
（
翻
離
証
腿

●
参
加
数
　
十
ニ
チ
ー
ム

］
位
田
沢
小
B
チ
ー
ム

一
、
位
　
貝
野
小
A
チ
ー
ム

三
位
　
中
里
中
三
学
生
チ
ー
ム

〃
　
　
田
沢
小
A
チ
ー
ム

葎宴覆旱な霧雪窪そ　　　母
ぎあ曽え盲舞竺ズ冒　　上　さ
・ておは母会＋家は　　越ん
午手併朝の社八り中渡斐の
後作えか命を歳王秋　　　寂五りをら日休一婦の部薯子
時のし一でんはB名ゴ　守
過御よ人あだそ子月　一ぎ馳うでり・のさで　　　唄
自走と母　・そ日んあ　男

恐しき交通事赦　　圖
交通事故防止に腋活躍されて回

ぞ鍵擁鼎野墓灘日
に角蛉髄痛めた状況を動れ國

奪雫野（隷雛震圏
う聞けな咽さんの狩財り）図

亡側子酔迎のたいをあ仲Yでなはの で　ト右夫　　り行た宅
ま　さにさ　つ用後か　’見と間男あろねジベ起ル側や事を　き実か
たせはんての仲に　日　な ’数＿ろう飛　1・　きでを子故し　’家β）
’たみを運ジ間飲本が日十五う と　ばフベた　自歩供はた母ま約
その出発転　1とん酒ら本人十かはさ　にロ　。宅き達彼　。ので五
のでて見しプ別だ七中海と六　Q誰れ十に 入　’が女　　μ、御百
日あはし　’をれの　1秋の仕歳加かてメ酔 口あ待が　　前馳メ
はるねな帰べてで八の浜事）害予帰　1つ と　とつ実　　に走　1
Y　Q飛い宅ロ会あ合名辺がは者想ら　トた い　二　自　家　　　f共　を　　ト

男　　ばま途べ社る　を月で終会でしぬル運 う十宅を　　え持ル
の　　し　ま中ロの　。し　を夕　つ社あえ人余転 地メ　ま出　　お　つ離
娘　　死右Bに送そた祝日たのるた　と　り手 点　1で．て　　参てれ

をんでだくわ事いが　　れ万かがつで た二禁言即覚自現めさ
見でも　つろけ故訳ら被て円か本てき　しの年鋼う現え分場帰ん
るす時てく子がで　r害いと　つ人 ’なかで　’一ま行て　がで　つが
とよ々手眠供憎は私者るかて及遺いしあ会年で犯い運のて嫁
誰　。夜にれ達いなはの　。五くび族の　’る社四も逮な転Y来ぎ
も　そ中つまがだいお夫 千る家にがそ　oは　カな捕い　し男る先
いしにきせ不けん金は　　万　o族対交れ 即　月　い　さ　状　た　は　日　か

ま　て　目　ま　ん欄ででな涙　　、円そ　に　し通だ 刻　　’　。れ態　こ泥で　ら

せ　’をせしですすんを　　との重て事け 解免こたでと酔も　お
ん．3・覚ん　’夜　Ooか流　　か額くの故で 雇許のこあす状あ産
Qと　ま　σ仕も　とた欲し　　言四の補で解 さ取結と　り　」）態　つの
寂横す令事る　りだしな　　」わ千し償あ決 れ消果は　’もでたた

　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O

ににを通の　　な　とん先思 ははて子も　きほ団起こため女のし
誓　’一事後う　ぐ話で祖つ交私沢い守ρ）つ”　のき　と祖てと救い
つ日人故姿つさ　し　しがて通達山る唄　つとに中てで母明二い　も
た夜でのをむめて　よ何い事だでん”　た幼残でくすをる年はん
Q頑も悲見きる　くうかま故けすでを懐い　つ泣るよ大く生小で
張少し送か言れか悪しなで　oす思し　とてい　と 。切振の学す
ろなみりげ葉・たねいたん　Qこよ　いいきいた母でに舞長校よ
う　く　に　な　ん　も　がえ　こ　の　か　　　ん Q出　，，にるあ恋も　しい男五　〇
とす　くがにな　’。とに他　　なも し母聞んと　し二て　’が年で
強るれら帰か私　iを　’人　　悲う てさかでがさ　人　く年　’生も
くたる　’る　つに　oし私事 し　事泣んせす　，，にがれ老つの唯
心め人交そ　発はL　たの　と み故いのて　。ほ布朝るい　と長…
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シルクロード人間の旅

　　　戸薫翁謬④

　　　　態i賑

　　　　　山崎
　　　　　上原幸次郎さん

6月16日には，この旅唯一の列車の

移動で杭州から上海に向かった。臼本

の在来線より大きな列車で、途中一駅

しか止まらず3時間半かかって上海駅

に着いた。

昼食後、身障者福祉工場を見学し聴

覚障害者の数人と出合い手話で挨拶し

た。そこで交流座談会をやり中国の女

性手話通訳が工場長の説明を通訳して

くれたが全く解からなかった。しかし、

同行した手話ボランティアが日本語通

訳の話を聞きながら手話してくれ助か

った。上海市の人ロは1，250万人で東京

よりも多く、1主宅難で結婚できない若

い男女が多いとのこと。

17日は、今春に高知学芸高校の生徒

が列車事故で亡くなった現場に希望者

だけが行って黙とうをささげた。

話しがはずむ交流座談会

手作りの仮装を披露する子どもたち

も
収
穫
し
ま
し
た
。

　
祭
り
で
は
、
豆
が
で
き
る
ま
で
の
体

験
発
表
や
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
、
カ
ラ
オ

ケ
大
会
な
ど
を
行
い
収
穫
を
み
ん
な
で

喜
び
あ
い
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
仮
装

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
各
集
落
ご
と
に
子
ど

も
た
ち
が
マ
ン
ガ
の
ド
ラ
え
も
ん
や
ド

ラ
ゴ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
思
い
思
い
の
仮
装

を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
豆
は
豆

菓
子
に
し
て
全
員
に
配
り
ま
し
た
。

叉

　　つ

叢
－
（
山
麟
津
峡
聾

研
教
　
　
　
≧

学
県
第
二
＋
四
回
県
児
童
生
徒

科
科
学
研
究
発
表
会
（
県
教
育

　
　
　
　
委
員
会
主
催
）
で
、
山
本
勤

く
ん
（
清
津
峡
小
四
年
）
の
「
紙
が
物

を
さ
さ
え
る
強
さ
の
研
究
」
が
県
教
育

長
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
山
本
く
ん
は
、
夏
休
み
に
段
ボ
ー
ル

箱
で
工
作
を
し
て
い
た
時
、
段
ボ
ー
ル

を
切
っ
て
み
る
と
切
り
口
が
ギ
ザ
ギ
ザ

に
折
ら
れ
て
い
る
の
を
発
見
。
人
が
乗

っ
て
も
つ
ぶ
れ
な
い
段
ボ
ー
ル
を
ヒ
ン

ト
に
、
ハ
ガ
キ
を
使
い
円
や
三
角
な
ど

七
種
類
折
り
ま
げ
物
を
支
え
る
力
の
実

験
を
し
ま
し
た
。
二
百
八
十
七
点
の
応

募
の
中
で
県
知
事
賞
に
次
ぐ
快
挙
で
す
。

科学研究発表で

　県教育長優秀賞に輝く

講

心
を
込
め
て

月
用
し
め
縄
作
り

完成品が楽しみです

年
賀
状
は

　
　
　
手
づ
く
り
が
一
番

　
元
日
の
朝
に
楽
し
み
な
の
は
な
ん
と

い
っ
て
も
年
賀
状
で
す
。

　
「
来
年
の
年
賀
状
は
心
の
こ
も
っ
た

手
作
り
の
も
の
を
」
と
、
十
一
月
十
七
、

二
十
四
日
、
十
二
月
一
日
の
三
回
に
わ

た
り
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で
年
賀
状
の
木

版
画
教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。
講
師
に

十
日
町
市
の
重
野
桂
二
さ
ん
（
十
日
町

実
業
高
校
美
術
講
師
）
を
迎
え
、
十
三
名

が
手
作
り
の
年
賀
状
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
正
月
用
の
し
め
縄
作
り
が
今
最
後
の

仕
上
げ
に
入
っ
て
い
ま
す
。
現
在
村
内

で
し
め
縄
作
り
を
し
て
い
る
人
は
約
三

十
人
い
ま
す
が
、
中
で
も
重
地
の
鈴
木

久
二
さ
ん
、
倉
俣
の
斉
喜
文
作
さ
ん
は

村
内
か
ら
の
注
文
で
毎
年
十
一
月
中
旬

か
ら
十
二
月
中
旬
ま
で
の
一
ヵ
月
間
で

そ
れ
ぞ
れ
三
百
個
程
を
作
り
ま
す
。

　
先
日
鈴
木
さ
ん
の
お
宅
に
お
じ
ゃ
ま

し
、
し
め
縄
作
り
の
様
子
を
撮
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
作
業
場
に
は
出
来

上
っ
た
し
め
縄
や
見
事
な
宝
船
が
正
月

を
待
つ
よ
う
に
並
ん
で
い
ま
し
た
。

大
豆
の
収
穫
を
祝
っ
て

　
　
　
　
　
田
沢
つ
子
祭
り

　
「
自
分
た
ち
で
作
っ
た
大
豆
の
収
穫

を
祝
お
う
」
と
十
一
月
十
九
日
、
田
沢

小
学
校
で
田
沢
っ
子
祭
り
が
開
か
れ
ま

し
た
。
学
校
近
く
に
借
り
て
い
る
体
験

農
場
（
二
百
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル
）
で

子
ど
も
た
ち
が
手
塩
に
か
け
て
育
て
た

大
豆
が
実
を
結
び
、
今
年
は
十
六
キ
ロ

嚢撫－

陛

　
　
　
膨
熟
煽
膠
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
鹿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
逸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
辺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
朴
渡

　
長
崎
県
長
崎
市

　
テ
レ
ビ
や
映
画
の
舞
台
と
な

る
こ
と
の
多
い
観
光
の
町
で
す
。

船
で
栄
え
た
地
で
も
あ
り
ま
す
。

　
雪
は
年
に
一
回
位
降
る
か
降

ら
な
い
か
、
そ
の
程
度
で
す
。

　
大
人
に
と
っ
て
仕
事
が
、
子

ど
も
に
と
っ
て
遊
び
が
途
絶
え

る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

随
所
に
あ
る
公
園
や
運
動
場
、

遊
び
場
に
不
自
由
す
る
こ
と
も
、

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ワリきっかけは

樋

口　　交際中は…

幸

江武
　え

（朴木沢）

お互いの要望は

子育てのモットーは

村への要望は

　・・ワ高校の時3年間一緒のタラスで

した。り高校の時からのつき合いで、

お互い話しやすかったみたい。

…り自分は横浜で、彼女は蒲田にいま

した。仕事が終わるのが9時頃で、彼

女の寮の門限は11時でしたので、車で

行っても会うのは10分位でした。ワ電

話をするくらいでほとんど会わなかっ

たんですよ。交際が9年続いたのもか

えってそれが良かったんだと思います。

　　・・り文句なしです。ワ子供とよ

く遊んでくれますし満足しています。

　　　・・り人に迷惑をかけない子

に育てたいです。曽健康でのびのび育

てたいですね。

　・・リスキー場オープンをきっかけ

に発展してもらいたい。O子供を連れ

て行けるレジャー施設がほしいです。

まのて少生時がと　までをし生つト　のろへめ乗あ
す町自しまが一でだし喜見た活たアこ中まのぐりわ夏
。を分成れ来番今がたび張oにのウうでで山り継びで

あ
れ
ば
海
で
さ
ざ
え
や

と
り
、
ポ
ン
ポ
ン
船
を

い
で
五
島
列
島
へ
の
島

、
後
方
に
あ
る
稲
佐
山

登
り
…
…
。
高
校
の
こ

す
べ
て
こ
う
し
た
自
然

遊
ぴ
育
ち
ま
し
た
。

し
た
自
然
か
ら
シ
ャ
ッ

ト
さ
れ
る
こ
と
が
な
か

で
、
こ
の
中
里
村
で
の

最
初
の
こ
ろ
は
驚
き
ま

毎
日
降
り
続
く
雪
に
目

り
、
積
っ
た
雪
に
一
人

雪
と
た
わ
む
れ
て
遊
ぴ

O

そ
れ
も
二
、
三
年
の
こ

で
は
、
今
ご
ろ
の
時
期

い
や
で
す
。
ま
た
そ
の

た
な
と
思
う
と
、
雪
国

の
子
ど
も
た
ち
が
も
う

長
し
た
ら
、
肩
を
並
べ

の
生
ま
れ
育
っ
た
長
崎

歩
い
て
み
た
い
と
思
い

⑭
鷲

　
梱
至

　
岸
宏

　
イ
　
山
嶋

　
道

　
高
太

この絵は「けんた君が急に小さ

くなってしまってキリギリスと話

す」という話をきいてかきました。

工夫したところは￥ふしぎな草む

らの感じが出るようにキリギリス

を大きくかいたところです。

富井美希ちゃん（2歳）⑭
英丸・むつみ夫妻の長女（市之越）

9 広報も’◎、マ　ご　　昭和63年12月10日

みきちゃん溜が大好きなの。今

年の夏はまっ黒になっちゃった。

みきちゃんちょっと元気が良すぎ

るんだけど弟の子守りだってちゃ

んとやるしとってもいい子なんだ。

お田さんはこのまま元気よく明る

い子でいてほしいんだって。

8

1
略
ミ
、



ψ

蛾σ 1芒

　山田秀雄さん
　　　　　（清IH山●繋）

解欝難
　鈴木士建侑）に勤務、趣味はス

ポーツ全般。もともと体を動か

すことが大好きで、仲間同士で

ワイワイやれるのが楽しい。性

格は明るいのが取柄の典型的な

B型。夢は自分の店を持つこと。

ピザの店なんかをやってみたい。

理想の女性は，内面は古風で、

外見は今風な感じで、今の時代

に合った入。村への要望は、「中

里村へ行けばこれがある」とい

ったように、誰からも知られる

くらい有名な施設が／つあれば

いいと思う。

お知ら菅
十目町～宮中～田代間の

　バス運行変更のお知らせ

　昭和43年ごろをピータにマイカーの

普及やミニバイクの増加等によりバス

の利用客は年々減少してきているのが

現実で、村内を通る十日町～宮中～田

代線も例外ではありません。

　そこで越後交通㈱では、現状での運

行維持は困難とし同路線を廃止したい

と申し入れがありました。今後は、越

後交通観光バス㈱により運行されるこ

とになりますのでお知らせします。

■運行経路

　十日町～宮中～田代⇒土市～宮
　中～田代（十日町方面へは土市で乗

　り換えになります）

　※役場・芋川間は、広域農道倉俣大

　橋経由の予定です．

■変更時期

　来年3月1日～
■運行回数及ぴ運行時間は、今後協議

　し決定しだいお知らせします。

優秀、優良運転者の表彰申請のご案内

　　　　　　〈昭和64年度〉

　十日町地区交通安全協会の優秀、優

良運転者表彰の申請時期がやってきま

した。申請を希望する人は、支部長、

各集落の代議員のところに申請用紙が

ありますので、申請をしてください。

■申し込み〆切

　1月10日まで
　詳しくは、中里村交通安全協会まで

　（会長　杉谷清六　台63－2581）

　乙調査　従業員29人以下の事業所

　12月中旬頃から調査員が各事業所に

お伺いしますので、ご協力をお願いし
ます。

　なお、調査票の内容については秘密

が厳守され、徴税その他に使用するこ

とはありませノ

公給領収証を必ず受けとりましょう

　料理店などの経営者が、みなさんか

ら税金を受けとったしるしとしてお渡

しするのが「公給領収証」です。また、

公給領収証はみなさんからいただいた

税金が、正しく県に納められたかどう

かのあかしとなる大切な役割をもって

います。

　公給領収証完全交付、受領強調月間

昭和63年12月10日～昭和64年1月9日

　問い合せは

　十日町財務事務所　間税係

　　　　　費57－5511　内線205

rサシリが村に

　　　やって来3〃
　2人きりのタリスマスもいい

けれど、ひと足早いクリスマス

をみんなでパーッとやりません
か。ソフィアの今年最後の企画。

鮮綿講，1、
　　　　午後6「戸時～9時

★ところ　総合センター
★会　費．。轟影00骸凝00円以上の

鍵灘熱
　いでください。）

★問い合せは

　ソフィア事務局　斉喜正司へ
　含昼63－2493（公民館）

　　夜63－2519（自　宅）

工業統計調査に

　　　　　ご協力を〃

　昭和63年12月31日現在で、工業統計

調査が行われます。この調査は食料品、

繊維、機械などの製造業を営む事業所

の製造活動の現況を調査するものです。

　この結果は都市開発、下水道整備計

画など、国民生活の広い分野で活用さ

れ、住みよい日本を築くために役立っ

ています。

■調査の種類

　甲調査　従業者30人以上の事業所

雇用保険正しい受給は

　　　　みんなのルール

　雇用保険の失業給付は失業されてい

る方が、生活の心配をしないで新しい

仕事を探すことに専念し、1日も早く

再就職できるようお手伝いするための

ものです。

　この失業給付を受けるには、次のよ

うないくつかのルールがあります。こ

のようなルールに違反しますと、不正

受給ということで罰則を受けます。

■就職や就労（パートタイム、アルバ

　イト等を含む）をした場合の申告。

■内職や手伝いをした場合は、その事

　実と収入の申告。

■自分で営業を開始した場合は、その

　申告。

■その他、積極的に就職したいという

　意志と、いつでも就職できる状態に

　あり、一生懸命に仕事を探していた

　だきます。

　したがって、離職したからといって

必らず支給されるのではありません。

　また、新しい仕事につけば当然そこ

で支給は打ち切られます。

　制度の趣旨にご理解をお願いします。

　　　　　　十日町公共職業安定所

11

ただ今

工事中

工　事　名 場　所 工事費 業　　者 完了予定日

村道角間線改良舗装 角　間 300万円 中野建設工業㈱ 12月20日

村道芋沢大原線舗装 芋　沢 310万円 世紀東急工業㈱ 12月20日

村道高道山山手線簡易舗装 高道山 520万円 ㈱植木組 12月20日

※工事費100万円以上の建設工事です。（男～％入札分）

広報かかマ～ 昭和63年12月／0日

今月の納税と振替日

　　　　　　　　　　（振替日）

■国民健康保険税（12月分）12月26日

■国民年金保険料（12月分）12月26日

■保育料　　　　（12月分）12月26日

ー

記帳に墓づく正しい申告を

　商売などをしている方が、．自分の所

得を正確に計算するためには、毎日の

取引をきちんと記帳し、保存しておく

ことが必要です。

　記帳にも簡単なものから、各種の帳
簿を備えた高度なものまでいろいろあ

りますが、定められた簡易帳簿など一

定水準以上の記帳をし、その記帳に基

づいて正しい申告をする場合には、所

得の計算上有利な取扱いが受けられる

青色申告の制度が設けられています。

　青色申告をすることができる方は、

事業所得、不動産所得、山林所得のあ

る方です。

　また青色申告をしていない方で事業

所得等（事業所得、不動産所得及び山

林所得）があり、一定の条件にあては

まる方は、記帳や記録の保存などをし

なければなりません。

　詳しくは十日町税務署へa52－3181

簸講錘舞舞講舞麟1箏
　　　　造、塗装、配管、金属熱処理、

　　　　鉄工、電気機器組立、機械製

　　　　図、機械検査、電気メッキ、木

　　　　型製作、建具製作、印刷、建

　　　　築大工、左官、ブロック建築、

　　　　かわらぷき、広告美術仕上げ

　■受講料

　　1級8，000円　2級6，000円
　●期　間

　標準1ヶ年（いつでも受講できます）

　■特典
　修了者は受講職種の技能検定学科試

　験免除。

　■受験申込み、問い合せ

　〒940長岡市住吉3－1－1
　　新潟技能開発センター開発援助課
　　費0258－37－0450（または33－2420）

■12月13日㈹　午前9時30分～12時

　　　　　　東田沢、豊里の全部

…撫購灘麟、、鵜

技能士を志す万へ

　「1、2級技能士課程通信制訓練講座」

　この講座は、生産現場で働く方々に

技術技能の著しい進展にともなう技能

向上に関する専門知識を付与し、能力

の向上を図るための職業能力開発促進

法に基づく1、2級技能士課程の通信
制訓練講座です。

■募集職種

　1級　機械加工科、仕上げ科、板金科

　　　配管科、機械製図科、建築大工科

　2級　金属プレス、建設機械整備、

　　　機械加工、仕上げ、板金、鋳

善意をありがとう

■香典返し

宮中　高橋義夫さん　　50，000円

　桂服部万平さん20，000円
通り山樋口公子さん　100，000円

■古切手寄付

東京都　山田国平さん

如来寺老人クラブ

　中里村農協

■歳末たすけあい

裏千家中里支部

　代表　井之川朝子さん　10，000円
■歳末に際し善意の寄付

倉俣　桑原公平さん　　　30，000円
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「気をつけて」

　朝の一言忘れずに

●飲酒運転検挙者数13人

●無免許運転違反

●事故発生件数

4人

13件

●死亡事故ゼロ　　356日

（11月末累計）

お父さん「飲酒運転しないでね！」
10
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